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　畜産草地研究所の松本と申します。講師の先生がたに
は，２日間，どうもありがとうございました。また，ご
参加いただいた皆様がたにも，２日間，熱心なご討論を
いただきまして，まことにありがとうございました。
　という，かくいうわたし，昨日は農水省の本省で開か
れていました農水省主催のシンポジウムに出ておりまし
て，こちらを失礼させていただきました。そちらは，米，
グレーンとしての米の飼料化がテーマでした。現在農水
省の大きな政策目標の一つである飼料自給率向上に向け
て，それをテーマとしたシンポジウムだったのですが，
今日の議論の最後のほうに肉食，肉を食べることについ
ての議論がいろいろ出てまいりました。日本においては，
やはり水田あるいは稲というのが神聖なものであり，そ
れを家畜に食べさせるのはいかがなものかというような
議論が，ともすれば出てくるのではないかというように
も思います。稲作儀礼である新嘗祭のような神事が昔か
ら行われてきており，現在は勤労感謝の日になっていま
す。このような中では，米を家畜が食べて，その米を食
べた家畜を人間が食べるということが当たり前になっ
て，本当に日本に肉食の文化，風土に合った文化という
のが定着していくのではないかというように思っており
ます。
　それで，昨日のシンポジウムではそのような話をいた
しました。こちらの会場では，クローン技術の普及に関
してだいぶ議論が盛り上がったということを伺いまし
た。わたしどもは，先ほどの総合討論の中でもお話があ
りましたように，クローン技術が，今，普通に行われて
いるさまざまな繁殖技術と同様に，当たり前の技術とし
て畜産の中で利用されていくことになると確信しており
ます。そのためには，やはり，今いろいろな問題があ 

る，解決しなければならないいろいろな課題がある，そ
れを一つ一つ解明し克服していくことが重要だろうと思
います。
　先ほどお米について話しましたが，昔，白米毒素説と
いうのがありました。つまり玄米を白米にすると，ぬか
が抜けてビタミン B1 欠乏で脚気になるというのが現在
の知識ですが，それはビタミン欠乏ではなくて，白米が
毒なのだ，ぬかがそれを中和するのだと，そのような学
説もあったわけです。生命現象が全て明らかにされたわ
けではありません。とくに発生や分化などの分野におい
て，まだ解明していかなければならないことがたくさん
あるだろうと思います。そのために，クローンの研究は，
大いに貢献していくのだろうと思っております。
　今後とも，わたしども，体細胞クローン技術の高度化，
さらに諸課題の解決のために農研機構，畜産草地研究所，
全力で研究を進めていきます。そして，その情報につい
ては，皆さんに随時公開して，明らかにしていく，良い
ことも，悪いこともそれぞれ明らかにしていきたいと思
います。
　また，先ほどからお話ありましたけれども，食べてい
ただくということも重要だということで，昨日の懇親会
でも食べていただきましたが，今日もこれからまた試食
ということもございます。ぜひ皆さんで育ててきた体細
胞クローン技術が，当たり前の技術になるように，これ
からも頑張っていきたいと思いますので，よろしくご支
援をいただきたいと思います。どうも２日間ありがとう
ございました。
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